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証券コード　7616
2017年６月２日

株 主 各 位
横浜市西区みなとみらい二丁目２番１号

ランドマークタワー12階
株式会社 コ ロ ワ イ ド

代表取締役社長 野 尻 公 平

第55期定時株主総会招集ご通知
拝啓　日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第55期定時株主総会を下記により開催致しますので、ご
出席くださいますようご通知申し上げます。

尚、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することがで
きますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の
議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示頂き、2017年６月27日（火
曜日）午後６時までに到着するようご返送くださいますようお願い申し上げ
ます。

【株主総会のお土産について】
　本年の定時株主総会におきましても、昨年同様株主総会に
ご出席の株主様へのお土産のご用意は致しておりませんの
で、ご了承賜りますようお願い申し上げます。

敬　具

記
１．日 時 2017年６月28日（水曜日）午後２時
２．場 所 横浜市西区みなとみらい一丁目１番１号

パシフィコ横浜国立大ホール

開催場所が前年と異なっておりますので、ご来場の際は、末尾
の会場ご案内図をご参照頂き、お間違えのないようお願い申し
上げます。
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３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第55期（2016年４月１日から2017年３月31日まで）

事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査等委員
会の連結計算書類監査結果報告の件

２．第55期（2016年４月１日から2017年３月31日まで）
計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）６名選任の件
第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

以　上

当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くだ
さいますようお願い申し上げます。

本招集ご通知に添付すべき書類の内、事業報告の使用人の状況、主要な借入先の状
況、その他企業集団の現況に関する重要な事項、会社役員の状況（取締役の状況の
内、重要な兼職の状況及び社外役員に関する事項）、会計監査人の状況、業務の適正
を確保するための体制、業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要、会社の
支配に関する基本方針、連結計算書類の連結注記表及び計算書類の個別注記表につき
ましては、法令及び当社定款第15条第3項の規定に基づき、インターネット上の当社
ウェブサイトに掲載していますので、本招集ご通知の提供書面には、記載しておりま
せん。

従いまして、本招集ご通知の提供書面は、監査報告書を作成するに際して、監査等
委員会及び会計監査人が監査をした対象の一部であります。

尚、株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた
場合は、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載させて頂きます。

当社ウェブサイト　http://www.colowide.co.jp
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（提供書面）

事　 業　 報　 告
( 2016年 4 月 1 日から

2017年 3 月31日まで )
１．企業集団の現況

⑴　当事業年度の事業の状況
当社グループは当連結会計年度より、従来の日本基準に替えて国際会計基

準（ＩＦＲＳ）を適用しており、前年度の数値もＩＦＲＳベースに組み替え
て比較分析を行っております。
①　事業の経過及び成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、自動車をはじめとする輸出関連企
業が堅調だったことに加え、省力化に向けた企業の設備投資も活発に行われ
始めるなど、全体的には緩やかながら回復基調が続きました。

個人消費につきましては、雇用環境の改善が進んだものの賃金上昇の実感
が乏しく、社会保障制度に対する不信感もあって低迷が続いておりましたが、
ニーズに合った商品・サービスに対しては可能な限り支出を惜しまない傾向
が徐々にみられるようになりました。しかしながら、欧米における保護主義
的政策の広がりや東アジアにおける地政学リスクの高まりなど、景気の先行
きに対しては不安材料が増しております。

外食産業におきましては、消費者の節約志向・選別志向が厳しく、原材料
価格の高止まりや物流費の上昇、人材採用難や人件費の増加、コンビニに代
表される異業種との競合激化などもあり、予断を許さない状況が続きました。

このような状況の中、当社グループでは「すべてはお客様のために」をモ
ットーにＱＳＣＡを高め、お客様に「楽しかった、美味しかった」と喜んで
頂けるよう努めております。そのため主要業態のブランド力の強化に向けて
業態集約を進めたほか、業態コンセプトのブラッシュアップ、地域の食材を
使用した地域限定メニューの提供、宴会のコースメニューを中心とした「お
値打ち感」の訴求などに取り組みました。

店舗運営面では、コールセンターやインターネットを活用して予約獲得の
機会ロスの削減を図るとともに、繁忙期・閑散期にきめ細かく対応した人材
配置の適正化、作業効率の向上、費用対効果を精査しSNSも活用した販促活

－ 3 －

事業の状況



2017/05/24 10:48:32 / 16266964_株式会社コロワイド_招集通知（Ｆ）

動などを進めました。
コスト面では、輸入食肉類について円高傾向時に機動的に調達を行ったほ

か、天候不順による野菜価格の高騰に対しても仕入先の選別及び中期的契約
によって影響を極力抑えました。また、メニュー面の見直しに基づく食材の
絞り込み、加工製品の内製化の推進、グループ各社が使用する各種調味料の
規格や仕入先の共通化、セントラルキッチンにおける原価管理の高度化及び
生産性の向上、効率的な配送システムの構築などにも引き続き努めておりま
す。

店舗政策につきましては、直営レストラン業態を74店舗、直営居酒屋業態
を11店舗、合計85店舗を新規出店致しました。一方で業態集約や不採算など
により直営レストラン業態を15店舗、直営居酒屋業態を26店舗、合計41店
舗を閉鎖致しました。また、昨年12月にハンバーガーチェーンを運営する㈱
フレッシュネスと米国・カナダにおいて「牛角」を運営するREINS 
INTERNATIONAL(USA)CO.,LTD.の全株式を取得し、それぞれを連結子
会社とした結果、当連結会計年度末の直営店舗数は1,527店舗となりました。
尚、ＦＣ店舗を含めた総店舗数は2,738店舗となっております。

以上のような施策を図ってまいりましたが、新規出店が計画に対して大幅
未達となったことに加え、カッパ・クリエイト㈱における営業戦略の不徹底
や現場の混乱、作業スキルのブラッシュアップ不足、居酒屋業態におけるフ
リー客の獲得難、社会情勢の変化に対するグループ全体の対応の遅れなどか
ら、当連結会計年度の売上収益は2,344億44百万円となりました。営業利益
につきましては、カッパ・クリエイト㈱の事業構造改革を早期に進める為の
減損損失の計上等もあり41億12百万円、税引前利益は22億12百万円、また、
親会社の所有者に帰属する当期損失につきましては、カッパ・クリエイト㈱
において繰延税金資産の全額取崩し等を行った結果、13億98百万円となりま
した。

②　設備投資の状況
　当連結会計年度における設備投資の額は139億３百万円（店舗敷金保証
金14億93百万円含む）であり、新規店舗の建物設備及び既存店改装に投資
しております。
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③　資金調達の状況
　当連結会計年度中に、当社グループの所要資金として金融機関より長期
借入金として165億80百万円の調達を行いました。
また、金融機関からの借入の他に以下の社債を発行致しました。

銘柄 払込期日 発行価額

㈱コロワイド第46回無担保社債 2016年９月29日 40億円

㈱コロワイド第47回無担保社債 2017年２月27日 15億円

㈱コロワイド第48回無担保社債 2017年２月27日 6億円

㈱コロワイド第49回無担保社債 2017年２月28日 10億円

㈱コロワイド第50回無担保社債 2017年２月28日 29億円

㈱コロワイド第51回無担保社債 2017年２月28日 11億円

カッパ・クリエイト㈱第1回無担保社債 2016年10月31日 15億円

カッパ・クリエイト㈱第2回無担保社債 2016年12月９日 15億円

④　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
　該当事項はありません。

⑤　他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

⑥　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承
継の状況
該当事項はありません。

⑦　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状
況
当連結会計年度における他の会社の株式取得状況は下記のとおりです。

年　月 概　　　　要

2016年12月

㈱レインズインターナショナルが㈱フレッシュネスの発行済株式総数の全株式を
取得し、連結子会社化。
㈱レインズインターナショナルがREINS INTERNATIONAL(USA)CO.,LTD.
の発行済株式総数の全株式を取得し、連結子会社化。
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⑵　直前事業年度の財産及び損益の状況

区　　分
第 52期

(2014年３月期)
第 53 期

(2015年３月期)
第 54 期

(2016年３月期)

第 55 期
(当連結会計年度)
(2017年３月期)

日本基準 日本基準 日本基準 ＩＦＲＳ ＩＦＲＳ
売 上 高
売 上 収 益 (百万円) 148,443 177,573 234,138 233,895 234,444

税金等調整前当期
純 利 益
税 引 前 利 益

(百万円) 6,204 3,945 3,259 9,969 2,212

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益
親会社の所有者に帰属
す る 当 期 利 益

(百万円) 1,420 1,391 330 7,560 △1,398

１株当たり当期純利益
基本的１株当たり
当 期 利 益

（円) 16.05 15.70 1.59 100.74 △19.56

総 資 産
資 産 合 計 (百万円) 136,777 204,290 212,338 224,419 233,252

純 資 産
資 本 合 計 (百万円) 25,456 42,006 60,836 54,671 50,051

（注）第55期より国際会計基準（IFRS）を適用して連結計算書類を作成しております。
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⑶　重要な親会社及び子会社の状況
①　親会社の状況

　該当事項はありません。
②　重要な子会社の状況

　当社連結子会社36社の2017年３月31日現在の状況は次のとおりです。

名称
資本金
(百万円)

主な事業の内容
議決権の
所有割合
（％）

㈱コロワイドＭＤ 10 飲食店チェーンの運営及び各種食料品の商品開
発・調達・製造・物流・マーチャンダイジング 100.0

㈱ダブリューピィージャパン（注）１ 90 直営飲食店チェーンの運営 100.0

㈱バンノウ水産（注）１ 10 鮪類並びに水産物の卸売、加工販売及び直営飲食
店チェーンの運営 100.0

ワールドピーコム㈱（注）１ 75 外食事業向けセルフ・オーダー・トータル・シス
テムの開発・販売、無線通信技術の開発・運用 95.1

COLOWIDE ASIA CO.,LTD.（注）１ 54 アジアでの店舗展開における投資会社 100.0

COLOWIDE VIETNAM.,JSC.（注）１ 377 ベトナムを中心とする飲食店チェーンの運営 75.2

㈱アトム（子会社３社含む）（注）６ 4,073 直営飲食店チェーン及びＦＣ事業の運営 50.8

㈱シルスマリア（注）２ 15 生菓子、焼き菓子、チョコレート(生チョコ他）の
製造・販売 100.0

㈱レックス（注）３ 4,042 投資業、有価証券の保有・運用 99.9

㈱ＳＰＣレックス 20 投資業、有価証券の保有・運用 100.0

㈱レインズインターナショナル（注）４ 5,500 外食ブランドの直営及びＦＣチェーンの運営 100.0

㈱コスト・イズ（注）５ 94 酒類等の販売・物流 100.0

台灣瑞滋國際股份有限公司（注）９ 151 台湾における飲食店チェーンの運営 100.0

東京牛角股份有限公司（注）９ 217 台湾における飲食店チェーンの運営 65.5
REINS INTERNATIONAL
(SINGAPORE)PTE.LTD.（注）９ 101 東南アジアにおける飲食店チェーンの運営 100.0

REINS INTERNATIONAL
(THAILAND)CO.,LTD（注）９ 18 タイにおける飲食店チェーンの運営 49.0

PT.REINS MARINDO INDONESIA
（注）９ 240 インドネシアにおける飲食店チェーンの運営 51.0

AME-GYU CO.,LTD.（注）９ 4,606 投資業、有価証券の保有・運用 100.0
REINS INTERNATIONAL
(USA)CO.,LTD.（子会社６社含む）
（注）８、９

1,588 北米における飲食店チェーンの運営 100.0

㈱フレッシュネス 10 ハンバーガーブランドの直営及びＦＣチェーンの
運営 100.0
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名称
資本金
(百万円)

主な事業の内容
議決権の
所有割合
（％）

㈱フードテーブル 10 飲食店の新規業態開発及び運営 100.0

㈱コロカフェ 10 直営飲食店チェーンの運営 100.0

㈱ＳＰＣカッパ 13,350 投資業、有価証券の保有・運用 100.0

カッパ・クリエイト㈱
（子会社２社含む）（注）７、10 9,800 直営飲食店チェーンの多店舗展開及びデリカ事業 50.6

㈱ココット 10 事務処理業務 100.0

（注）１.㈱ダブリューピィージャパン、㈱バンノウ水産、COLOWIDE ASIA CO.,LTD.、
COLOWIDE VIETNAM.,JSC.及びワールドピーコム㈱の株式は、㈱コロワイドＭＤが保有し
ておりますので、当社は間接保有となっております。

２.㈱シルスマリアの株式は、㈱コロワイドＭＤ及び㈱アトムが保有しておりますので、当社は間
接保有となっております。

３.㈱レックスの株式は、当社及び㈱アトムが保有しております。
４.㈱レインズインターナショナルの株式は、当社、㈱レックス及び株式会社ＳＰＣレックスが保

有しております。
５.㈱コスト・イズの株式は、㈱コロワイドＭＤ及び㈱レインズインターナショナルが保有してお

りますので、当社は間接保有となっております。
６.㈱アトムにおける子会社３社は、㈱アトム北海道、㈱エムワイフーズ及び㈱宮地ビールであり

ます。
７.カッパ・クリエイト㈱における子会社２社は、カッパ・クリエイトコリア㈱及び㈱ジャパンフ

レッシュであります。
８.REINS INTERNATIONAL(USA)CO.,LTD.における子会社６社は、REINS 

INTERNATIONAL CALIFORNIA,INC.、REINS INTERNATIONAL NEW YORK,INC.、
REINS INTERNATIONAL CHICAGO,INC.、REINS TEXAS INTERNATIONAL,INC.、
REINS INTERNATIONAL MASSACHUSETTS,INC.及びREINS USA FRANCHISE 
COMPANY,INC.であります。

９.台灣瑞滋國際股份有限公司、東京牛角股份有限公司、REINS 
INTERNATIONAL(SINGAPOLE) PTE.LTD.、REINS 
INTERNATIONAL(THAILAND)CO.,LTD及びPT.REINS MARINDO INDONESIA、
AME-GYU CO.,LTD.及びREINS INTERNATIONAL(USA)CO.,LTD.の株式は、㈱レイン
ズインターナショナルが保有しておりますので、当社は間接保有となっております。

10.カッパ・クリエイト㈱は、㈱ＳＰＣカッパが保有しておりますので、当社は間接保有となって
おります。

③　特定完全子会社に関する事項
　該当事項はありません。
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⑷　対処すべき課題
今後の外食産業の見通しにつきましては、人口減少の一方で顧客ニーズがま

すます多様化し、商品・サービスに対する選別が更に厳しくなるばかりか、異
業種を含めた企業間における競争が一段と激化すると考えられます。特に居
酒屋業態においては、若者のアルコール離れや家飲み・チョイ飲みの増加など
も踏まえ、居酒屋ならではの特色に裏付けられた専門的な商品の提供が求めら
れております。

このような環境の中、当社グループと致しましては、時代の変化に合わせて
業態集約並びに主要ブランドのコンセプトの更なる明確化・ブラッシュアップ
を行うとともに、財務体質及び収益構造の強化を継続して図り、グループ全体
としての効率化・シナジーの最大化も進めております。また、既存顧客のリピ
ート率を高めるためにも、商品力の強化及びサービスレベルの一層の改善を図
るべく、提供商品の品質向上や新しいニーズに合致した新商品の開発などに鋭
意取り組んでおります。加えて、食材価格の高騰に対しましては、グループ各
社の機動的な共同購入による調達力の向上、各取引先との連携強化、食材の見
直し及び効率的利用、セントラルキッチンにおける生産性の向上や商品ごとの
利益ポテンシャルの精査などによって対処してまいります。

尚、「食の安全性の確保」や「品質管理の徹底」が、今後ますます外食産業
に求められると考えておりますが、食材の誤表示の一掃は無論のこと、リスク
を極力排除するため産地・加工工程・添加物などをデータベース化してトレー
サビリティの確保に努めるとともに、自主的に食材に対する放射性物質や細菌
等の検出検査を行うほか、製造工程及び店舗での食材管理状況の定期的確認な
ども実施しております。

また、当社グループと致しましては、「働き方改革」と「生産性の向上」を
店舗・工場・本部などあらゆる職場で推進することにより、お客様の支持と従
業員の働き甲斐の一層の向上を図ってまいります。

更に、企業としての社会貢献策として受動喫煙防止、ＣＯ２排出削減、食品
リサイクル、飲酒運転根絶などについても、積極的に対応してまいりたいと考
えております。

－ 9 －

対処すべき課題
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⑸　主要な事業内容（2017年３月31日現在）
当社グループは、当社及び連結子会社36社で構成されており外食事業を幅

広く営んでおります。当社グループは、日本全国、北米及びアジア諸国を中
心に、直営による飲食店チェーンを展開するとともに、フランチャイズ加盟
店の募集、加盟店の経営指導、商品の企画販売及び食材等の供給を行ってお
ります。
　連結子会社の内、㈱コロワイドＭＤは、主に「手作り居酒屋　甘太郎」・
「北の味紀行と地酒　北海道」・「遊食三昧　NIJYU-MARU」などの直営
飲食店の運営及び各種食料品の商品開発・調達・製造・物流のマーチャンダ
イジング全般、㈱アトムは、主に「にぎりの徳兵衛」・「ステーキ宮」など
の飲食店の経営、㈱レインズインターナショナルは、主に「牛角」・「温野
菜」・「土間土間」・「かまどか」・「FRESHNESS BURGER」などのレ
ストラン及び居酒屋業態のフランチャイズ加盟店の募集、加盟店の経営指導、
商品の企画販売・食材等の供給及び直営店舗の運営、カッパ・クリエイト㈱
は、主に「かっぱ寿司」などの回転寿司の直営店の運営及び寿司・調理パン
などのデリカ事業を行っております。

その他、全国11ヶ所にある機能別のセントラルキッチン及び食品工場によ
り、原料調達から加工、配送まで一貫したマーチャンダイジング機能を店舗
に提供しております。

－ 10 －

主要な事業内容
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⑹　主要な営業所及び工場（2017年３月31日現在）
本 店 神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目２番１号

北 海 道 Ｃ Ｋ 北海道札幌市白石区中央一条三丁目１番70号

栃 木 Ｃ Ｋ 栃木県河内郡上三川町多功南原2568－３

神 奈 川 Ｃ Ｋ 神奈川県横須賀市佐原二丁目２番２号

岐 阜 Ｃ Ｋ 岐阜県安八郡輪之内町四郷字大棚387番１号

三 保 工 場 静岡県静岡市清水区折戸字和田443-1

上 尾 工 場 埼玉県上尾市大字平塚125-2

富 士 工 場 静岡県富士市比奈358-12

名 古 屋 工 場 愛知県名古屋市熱田区三本松町18-43

大 高 工 場 愛知県名古屋市緑区大高町字下西峡４-３

滋 賀 工 場 滋賀県草津市上寺町字上柳200

尼 崎 工 場 兵庫県尼崎市西高洲町30-10
※ＣＫはセントラルキッチン

店舗数の推移
2011年３月期 2012年３月期 2013年３月期 2014年３月期 2015年３月期 2016年３月期 2017年３月期

直営店舗数 875 892 1,088 1,034 1,390 1,414 1,527

ＦＣ店舗数 37 33 1,030 1,046 1,072 1,095 1,211

合 計 912 925 2,118 2,080 2,462 2,509 2,738

地域別店舗数（2017年３月31日現在）

関東地区 関西地区 東海地区 その他 海外 合　計

直 営 店 舗 数 706 137 205 390 89 1,527

Ｆ Ｃ 店 舗 数 582 108 100 371 50 1,211

合 計 1,288 245 305 761 139 2,738

－ 11 －

主要な営業所及び工場
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２．会社の現況
⑴　株式の状況（2017年３月31日現在）

①　発行可能株式総数 普通株式　112,999,920株
優先株式　　　　　　30株
第２回優先株式　　　50株

②　発行済株式の総数 普通株式　　75,284,041株
優先株式　　　　　　30株
第２回優先株式　　　30株

③　株主数 普通株式　　　　86,010名
優先株式　　　　　　１名
第２回優先株式　　　１名

④　大株主（上位10名）
イ．普通株式

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 式 会 社 サ ン ク ロ ー ド 5,966千株 8.0％

蔵 　 　 　 　 人 　 　 　 　 　 金 　 　 　 　 男 4,287千株 5.7％

蔵 　 　 　 　 人 　 　 　 　 　 良 　 　 　 　 子 4,192千株 5.6％

蔵 　 　 　 　 人 　 　 　 　 　 賢 　 　 　 　 樹 3,264千株 4.4％

メ リ ル リ ン チ 日 本 証 券 株 式 会 社 1,284千株 1.7％

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口５) 1,202千株 1.6％

鈴 　 　 　 　 木 　 　 　 　 　 理 　 　 　 　 永 1,094千株 1.5％

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口１) 895千株 1.2％

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口２) 883千株 1.2％

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 817千株 1.1％

（注）　持株比率は自己株式（246,757株）を控除して計算しております。

－ 12 －

株式の状況
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ロ．優先株式
株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 30株 100％

（注）　持株比率は発行済の優先株式の総数から計算しております。

ハ．第２回優先株式
株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 30株 100％

（注）　持株比率は発行済の第２回優先株式の総数から計算しております。

⑵　新株予約権等の状況
①　当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の

状況(2017年３月31日現在）
該当事項はありません。

②　当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約
権の状況

該当事項はありません。

③　その他の新株予約権等に関する重要な事項
該当事項はありません。

－ 13 －

株式の状況、新株予約権等の状況
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⑶　会社役員の状況
①　取締役の状況（2017年３月31日現在）

地 位 氏 名 担 当 の 状 況

代 表 取 締 役 会 長 蔵 人 金 男 経営全般

代 表 取 締 役 社 長 野 尻 公 平 経営全般

専 務 取 締 役 蔵 人 賢 樹 グループ営業統括

取 締 役 戸 津 　 涼 北米事業担当

取 締 役 三 木 裕 介 グループＭＤ部門担当

取 締 役 瀬 尾 秀 和 管理部門担当

取締役（監査等委員・常勤） 深 澤 郁 太

取締役（監査等委員 ) 結 城 　 修

取締役（監査等委員 ) 福 崎 真 也

(注)１．取締役結城修氏及び取締役福崎真也氏は、社外取締役であります。
２．当社は、取締役結城修氏及び取締役福崎真也氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役

員として指定し、同取引所に届け出ております。
３．情報収集その他監査の実効性を高め、監査・監督機能を強化するために深澤郁太氏を常

勤の監査等委員として選定しております。
４．瀬尾秀和氏が前回総会で監査等委員(社外取締役)を退任し取締役に選任されております。

②　責任限定契約の内容の概要
　当社と各監査等委員である取締役は、会社法第427条第１項の規定に基
づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており
ます。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、５百万円または会社法
第425条第１項に定める最低責任限度額のいずれか高い額を限度としてお
ります。

－ 14 －

会社役員の状況
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③　取締役及び監査役に支払った報酬等の総額
区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 を 除 く ）
（う　 ち　 社　 外　 取　 締　 役）

6名
(－)

336百万円
(－)

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ）
（う　 ち　 社　 外　 取　 締　 役）

4
(3)

18
(9)

合 計 10 354

（注）　　取締役の報酬限度額は、2015年６月24日開催の第53期定時株主総会において、取締
役（監査等委員を除く）について年額500百万円以内（ただし、使用人分給与は含まな
い）、取締役（監査等委員）について年額50百万円以内と決議頂いております。

⑷　剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主の皆様への利益還元を経営の最重要課題の一つとして認識
し、積極的に利益還元してまいりたいと考えております。
　剰余金の配当については、長期的な事業成長と経営体質強化のために必
要な内部留保を確保しつつ、安定した配当を継続して行くことを基本方針
としております。内部留保金につきましては、事業拡大と効率化のための
M&A、新規出店、設備投資、人材の育成等に充当し、企業価値の向上に努
めてまいりたいと考えております。
　当会計年度につきましては、利益配分に関する基本方針に基づき、当社
普通株式1株につき5円、優先株式1株につき3,162,730円、第2回優先株式
1株につき3,662,730円の配当を実施させて頂きます。

－ 15 －

会社役員の状況
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連 結 財 政 状 態 計 算 書
（2017年３月31日現在）

（単位：百万円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現金及び現金同等物

営業債権及びその他の債権

そ の 他 の 金 融 資 産

棚 卸 資 産

未 収 法 人 所 得 税

そ の 他 の 流 動 資 産

非 流 動 資 産

有 形 固 定 資 産

の れ ん

無 形 資 産

投 資 不 動 産

そ の 他 の 金 融 資 産

繰 延 税 金 資 産

その他の非流動資産

54,405

34,631

8,805

632

4,417

2,157

3,763

178,847

67,585

67,124

8,897

999

29,521

3,486

1,235

流 動 負 債 80,553
営業債務及びその他の債務 22,403
社 債 及 び 借 入 金 40,931
そ の 他 の 金 融 負 債 3,434
未 払 法 人 所 得 税 1,813
引 当 金 3,425
そ の 他 の 流 動 負 債 8,547

非 流 動 負 債 102,648
営業債務及びその他の債務 3,768
社 債 及 び 借 入 金 72,099
そ の 他 の 金 融 負 債 16,987
引 当 金 6,567
繰 延 税 金 負 債 727
その他の非流動負債 2,500

負 債 合 計 183,201
資 本 の 部

親 会 社 の 所 有 者 に
帰 属 す る 持 分 合 計 34,304

資 本 金 14,030
資 本 剰 余 金 18,853
自 己 株 式 △151
その他の資本の構成要素 △373
利 益 剰 余 金 1,945

非 支 配 持 分 15,747
資 本 合 計 50,051

資 産 合 計 233,252 負 債 及 び 資 本 合 計 233,252

－ 16 －

連結財政状態計算書
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連 結 損 益 計 算 書
( 2016年 4 月 1 日から

2017年 3 月31日まで )
（単位：百万円）

科 目 金 額
売 上 収 益 234,444
売 上 原 価 101,587
売 上 総 利 益 132,857
そ の 他 の 営 業 収 益 3,201
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 126,051
そ の 他 の 営 業 費 用 5,895
営 業 利 益 4,112
金 融 収 益 453
金 融 費 用 2,352
税 引 前 利 益 2,212
法 人 所 得 税 費 用 6,492
当 　 　  　 期 　 　 　  損 　  　 　 失 4,280

当 期 損 失 の 帰 属
親 会 社 の 所 有 者 1,398
非 支 配 持 分 2,882
当 　 　  　 期 　 　 　  損 　  　 　 失 4,280

－ 17 －

連結損益計算書
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連結持分変動計算書
( 2016年 4 月 1 日から

2017年 3 月31日まで )
（単位：百万円）

親 会 社 の 所 有 者 に 帰 属 す る 持 分

資 本 金 資 本 剰 余
金 自 己 株 式

そ の 他 の 資 本 の 構 成 要 素
そ の 他 の
包 括 利 益
を 通 じ て
公 正 価 値
で 測 定 す
る 金 融 資
産

確 定 給 付
制 度 の 再
測 定

キ ャ ッ シ
ュ ・ フ ロ
ー・ヘッジ

2 0 1 6 年 4 月 1 日 　 残 高 14,030 18,134 △150 11 54 △121

当 期 損 失 （ △ ） － － － － － －
そ の 他 の 包 括 利 益 － － － 49 － △117

当 期 包 括 利 益 － － － 49 － △117

自 己 株 式 の 取 得 － － △1 － － －

自 己 株 式 の 処 分 － 0 0 － － －

配 当 金 － － － － － －
非支配株主との取引に係
る 親 会 社 の 持 分 変 動 － 719 － － － －
その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 － － － △38 △54 －

所 有 者 と の 取 引 額 合 計 － 719 △1 △38 △54 －

2017年３月31日　残高 14,030 18,853 △151 22 － △238

親 会 社 の 所 有 者 に 帰 属 す る 持 分

非 支 配 持 分 資本合計その他の資本の構成要素
利 益 剰 余 金

親会社の所有
者に帰属する
持 分 合 計在外営業活動

体の換算差額
その他の資本の
構 成 要 素 合 計

2 0 1 6 年 4 月 1 日 　 残 高 △32 △88 3,341 35,267 19,404 54,671

当 期 損 失 （ △ ） － － △1,398 △1,398 △2,882 △4,280
そ の 他 の 包 括 利 益 △126 △194 － △194 42 △151

当 期 包 括 利 益 △126 △194 △1,398 △1,591 △2,840 △4,432

自 己 株 式 の 取 得 － － － △1 － △1

自 己 株 式 の 処 分 － － － 0 － 0

配 当 金 － － △445 △445 △820 △1,265
非支配株主との取引に係
る 親 会 社 の 持 分 変 動 － － 356 1,075 3 1,078
その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 － △92 92 － － －

所 有 者 と の 取 引 額 合 計 － △92 2 629 △817 △188

2017年３月31日　残高 △157 △373 1,945 34,304 15,747 50,051

－ 18 －
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貸借対照表(日本基準)
（2017年３月31日現在）

（単位：百万円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
前 払 費 用
関係会社短期貸付金
未 収 入 金
未 収 還 付 法 人 税 等
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工具、器具及び備品
リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産
商 標 権
ソ フ ト ウ ェ ア
リ ー ス 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
敷 金 及 び 保 証 金
会 員 権
関係会社長期貸付金
そ の 他

繰 延 資 産
社 債 発 行 費

45,624
16,592

95
23,775
3,947
1,173

39
48,741

148
120

0
0

27
0

71
3

23
43

48,521
76

36,855
209
53

11,200
126
432
432

流 動 負 債 22,403
短 期 借 入 金 300
1年内返済予定の長期借入金 14,912
リ ー ス 債 務 19
未 払 金 284
1年内支払予定の長期未払金 20
1 年 内 償 還 予 定 の 社 債 5,747
未 払 費 用 102
未 払 法 人 税 等 3
預 り 金 18
販 売 促 進 引 当 金 728
繰 延 税 金 負 債 249
賞 与 引 当 金 3
そ の 他 11

固 定 負 債 44,353
社 債 14,241
長 期 借 入 金 30,065
リ ー ス 債 務 29
資産除去債務(固定) 10
繰 延 税 金 負 債 1
金 利 ス ワ ッ プ 4

負 債 合 計 66,756
純 資 産 の 部

株 主 資 本 28,044
資 本 金 14,030
資 本 剰 余 金 4,868
資 本 準 備 金 3,748
そ の 他 資 本 剰 余 金 1,119

利 益 剰 余 金 9,297
利 益 準 備 金 112
そ の 他 利 益 剰 余 金 9,185

繰 越 利 益 剰 余 金 9,185
自 己 株 式 △151

評 価 ・ 換 算 差 額 等 △2
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 1
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △3

純 資 産 合 計 28,042
資 産 合 計 94,799 負 債 ・ 純 資 産 合 計 94,799
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損益計算書(日本基準)
( 2016年 4 月 1 日から

2017年 3 月31日まで )
（単位：百万円）

科 目 金 額

営 業 収 益 3,151

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,062

営 業 利 益 89

営 業 外 収 益 946

営 業 外 費 用 993

経 常 利 益 42

特 別 損 失 29

関 係 会 社 株 式 評 価 損 26

そ の 他 2

税 引 前 当 期 純 利 益 12

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 △690

法 人 税 等 調 整 額 499

当 期 純 利 益 203

－ 20 －
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株主資本等変動計算書(日本基準)
( 2016年 4 月 1 日から

2017年 3 月31日まで )
（単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合　　計資本準備金 そ　の　他

資本剰余金
資本剰余金
合　　　計 利益準備金

そ の 他 利 益 剰 余 金
利益剰余金
合 計繰越利益

剰 余 金
その他利
益剰余金
合 計

2 0 1 6 年 4 月 1 日 　 残 高 14,030 3,748 1,119 4,868 112 9,567 9,567 9,679 △150 28,427
事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － △585 △585 △585 △585
当 期 純 利 益 － 203 203 203 203
自 己 株 式 の 取 得 － － △1 △1
自 己 株 式 の 処 分 0 0 － 0 0
株 主 資 本 以 外 の 項
目 の 事 業 年 度 中 の
変 動 額 （ 純 額 ）

－ － －

事業年度中の変動額合計 － － 0 0 － △382 △382 △382 △1 △383
2017年３月31日　残高 14,030 3,748 1,119 4,868 112 9,185 9,185 9,297 △151 28,044

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金 繰延ヘッジ損益 評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

2 0 1 6 年 4 月 1 日 　 残 高 1 △7 △6 28,421
事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － △585
当 期 純 利 益 － 203
自 己 株 式 の 取 得 － △1
自 己 株 式 の 処 分 － 0
株 主 資 本 以 外 の 項
目 の 事 業 年 度 中 の
変 動 額 （ 純 額 ）

0 4 3 3

事業年度中の変動額合計 0 4 3 △379
2017年３月31日　残高 1 △3 △2 28,042
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株主資本等変動計算書（日本基準）



2017/05/24 10:48:32 / 16266964_株式会社コロワイド_招集通知（Ｆ）

連結計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2017年５月22日
株式会社コロワイド

取締役会　御中
有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員公 認 会 計 士 根本　剛光

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員公 認 会 計 士 山下　和俊

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員公 認 会 計 士 新名谷　寛昌

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社コロワイド
の2016年４月１日から2017年３月31日までの連結会計年度の連結計算書
類、すなわち、連結財政状態計算書、連結損益計算書、連結持分変動計算書
及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、連結計算書類を国際会計基準で求められる開示項目の一

部を省略して作成することを認めている会社計算規則第120条第１項後段の
規定により作成し、適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬に
よる重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営
者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場

から連結計算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が
国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかど
うかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき
監査を実施することを求めている。

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手す
るための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正ま
たは誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選
択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明する
ためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に
応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示
に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方
針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体
としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。

－ 22 －
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当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手した
と判断している。

監査意見
当監査法人は、会社計算規則第120条第１項後段の規定により国際会計基

準で求められる開示項目の一部を省略して作成された上記の連結計算書類
が、株式会社コロワイド及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書
類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示
しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人または業務執行社員との間には、公認会計士法の規定に

より記載すべき利害関係はない。

以　上

－ 23 －

連結計算書類に係る会計監査報告



2017/05/24 10:48:32 / 16266964_株式会社コロワイド_招集通知（Ｆ）

計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

2017年５月22日
株式会社コロワイド

取締役会　御中
有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員公 認 会 計 士 根本　剛光

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員公 認 会 計 士 山下　和俊
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員公 認 会 計 士 新名谷　寛昌

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社コロワ
イドの2016年４月１日から2017年３月31日までの第55期事業年度の計算書
類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表
並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。こ
れには、不正または誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細
書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運
用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から

計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人
は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行
った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表
示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これ
に基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証
拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、
不正または誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの
評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について
意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、
状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の
作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。

－ 24 －
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また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者に
よって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の
表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断
している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に

公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明
細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示し
ているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人または業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により

記載すべき利害関係はない。
以　上
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監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書
当監査等委員会は、2016年4月1日から2017年3月31日までの第55期事業

年度の取締役の職務の執行について監査致しました。その方法及び結果につ
き以下のとおり報告致します。

１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第1項第１号ロ及びハに掲げる事項

に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制
（内部統制システム）の状況を監視及び検証するとともに、下記の方法で監
査を実施しました。

①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部監
査部門との連携の上、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び
使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において
業務及び財産の状況を調査致しました。また、子会社については、子会
社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じ
て子会社から事業の報告を受けました。

②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているか
を監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人か
ら「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計
算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知
を受け、必要に応じて説明を求めました。

　尚、財務報告に係る内部統制については、取締役等及び有限責任 あずさ
監査法人から当該内部統制の評価及び監査の状況について報告を受け、必
要に応じて説明を求めました。
　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細
書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別
注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結財政状態計算書、
連結損益計算書、連結持分変動計算書及び連結注記表）について検討致し
ました。

２．監査の結果
(1)　事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を

正しく示しているものと認めます。
②  取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違

反する重大な事実は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めま

す。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締
役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

－ 26 －

監査等委員会の監査報告



2017/05/24 10:48:32 / 16266964_株式会社コロワイド_招集通知（Ｆ）

(2)　計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であ
ると認めます。

(3)　連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であ
ると認めます。

2017年５月23日
株 式 会 社 コ ロ ワ イ ド 　 監 査 等 委 員 会

常勤監査等委員  深 澤 郁 太 ㊞
監 査 等 委 員  結 城 　 修 ㊞
監 査 等 委 員  福 崎 真 也 ㊞

(注)監査等委員結城修及び監査等委員福崎真也は、会社法第２条第15号及び
第331条第６項に規定する社外取締役であります。

以　上
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株主総会参考書類
第１号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く）6名選任の件

本定時株主総会終結の時をもって、取締役（監査等委員である取締役を除き
ます。以下本議案において同じです。）6名全員が任期満了となります。つき
ましては、取締役6名の選任をお願いするものであります。

取締役候補者は次のとおりであります。
候 補 者
番 号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（ 生  年  月  日 ）
略歴、当社における地位及び担当
（ 重  要  な  兼  職  の  状  況 ）

所 有 す る
当 社 の 普 通
株 式 の 数

１
く ろ う ど
蔵　 人　 　

か ね お
金　 男

(1947年８月３日生)

1966 年４月 当社入社

4,287,605株
1975 年12月 当社取締役
1983 年３月 当社代表取締役社長
2002 年１月 当社代表取締役会長
2007 年２月 当社代表取締役会長兼社長
2012 年４月 当社代表取締役会長（現任）

２
の じ り
野　 尻　 　

こ う へ い
公　 平

(1962年４月４日生)

1993 年３月 当社入社

31,160株
1997 年６月 当社取締役
2001 年８月 当社常務取締役
2002 年１月 当社専務取締役
2009 年９月 当社代表取締役専務
2012 年４月 当社代表取締役社長（現任）

３
く ろ う ど
蔵　 人　 　

ま さ き
賢　 樹

(1979年１月25日生)

2010 年４月 当社入社

3,264,617株

2011 年６月 当社取締役
2012 年４月 当社常務取締役
2013 年３月 ㈱フードテーブル

代表取締役社長（現任）
2016 年４月 当社専務取締役（現任）
2017 年６月 ㈱コロワイドＭＤ

代表取締役社長（現任）

４
み
三

 
　

 
 

き
木　 　

ゆ う す け
裕　 介

( 1 9 6 6 年 2 月 4 日 生 )

2000 年８月 当社入社

500株

2004 年９月 ㈱コロワイドＭＤ入社
2009 年４月 ㈱コロワイドＭＤ取締役
2014 年11月 ㈱コロワイドＭＤ

代表取締役社長
2015 年４月 ㈱コスト・イズ

代表取締役社長（現任）
2015 年４月 ㈱コロワイドＭＤ

代表取締役副社長（現任）
2015 年６月 当社取締役（現任）

－ 28 －

取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件
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候 補 者
番 号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（ 生  年  月  日 ）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重  要  な  兼  職  の  状  況 ）

所 有 す る
当社の普通
株 式 の 数

５
せ
瀬

 
　

 
 

お
尾　 　

ひ で か ず
秀　 和

(1957年１月13日生)

1979 年４月 ㈱富士銀行（現㈱みずほ銀行）
入行

1,000株

2006 年９月 みずほコーポレートアドバイザ
リー㈱　代表取締役社長

2010 年９月 ライツ・アドバンスト・テクノ
ロジー㈱
取締役副社長財務経理本部長

2013 年11月 当社常勤社外監査役
2015 年６月 当社社外取締役（監査等委員）
2016 年６月 当社取締役（現任）

６
く ろ や ま
黒　 山　 　

よ う こ
葉　 子

(1968年11月２日生)

2012 年７月 ㈱レックス・ホールディングス
（現㈱レインズインターナショ
ナル）入社
同社　人事部部長 －株

2016 年７月 当社入社
当社執行役員人事管理本部長
（現任）

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．黒山葉子氏を取締役候補者とする理由

黒山葉子氏は人事企画、労務管理における専門知識や外食産業における採用・教
育において豊富な業務経験を有しており、これまでは当社の人事管理執行役員と
しての職務を遂行して頂きましたが、今後の当社経営体制の強化・成長戦略の推
進の観点から取締役としての選任をお願いするものであります。

－ 29 －

取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件
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第２号議案　監査等委員である取締役３名選任の件
本定時株主総会終結の時をもって、監査等委員である取締役３名全員が任期

満了となります。
つきましては、監査等委員である取締役３名の選任をお願いするものであり

ます。
また、本議案については、監査等委員会の同意を得ております。
監査等委員である取締役の候補者は次のとおりであります。

候 補 者
番 号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（ 生  年  月  日 ）
略歴、当社における地位及び担当
（ 重  要  な  兼  職  の  状  況 ）

所 有 す る
当 社 の 普 通
株 式 の 数

１
ふか
深

ざわ
澤 　

いく
郁

た
太

(1 9 6 0年 ９ 月 ８ 日 生 )

1983 年４月 ㈱日本債券信用銀行
（現㈱あおぞら銀行）入行

普通株式
　　 500

2005 年３ 月 ㈱あおぞら銀行事務部
マーケット・決済グループ長

2010 年９月 あおぞら証券㈱常勤監査役
2012 年８月 当社入社 総務部担当部長
2012 年10月 ㈱レックス・ホールディング（現

㈱レインズインターナショナ
ル）社外監査役

2013 年６月 当社常勤監査役
2015 年６月 当社取締役（監査等委員）

（現任）

２
ゆう
結

き
城 　

おさむ
修

(1943年12月６日生)

1966 年４月 ㈱富士銀行（現㈱みずほ銀行)
入行

普通株式
2,100

1986 年２月 同行 垂水支店長
1989 年１月 同行 鶯谷支店長
1992 年２月 同行 新宿西口支店長
1994 年５月 同行 渋谷支店長
1996 年４月 芙蓉オートリース㈱

常務取締役
1999 年７月 千秋商事㈱常勤監査役
2002 年６月 当社社外監査役
2015 年６月 当社社外取締役（監査等委員)

（現任）

３
ふく
福

ざき
崎 　

しん
真

や
也

(1969年４月25日生)

1997 年３月 司法修習修了（49期）

－

1997 年４月 弁護士登録（東京弁護士会）
九段綜合法律事務所入所

2001 年10月 番町スクエア法律事務所開設
2016 年６月 当社社外取締役（監査等委員)

（現任）
ヤマシンフィルタ㈱
社外取締役(監査等委員)(現任)

（注）１． 各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

－ 30 －

監査等委員である取締役３名選任の件
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２.　結城修氏及び福崎真也氏は、社外取締役候補者であります。
社外取締役候補者とした理由は以下のとおりです。

（1）結城修氏につきましては、金融機関における幅広い業務知識と見識を有してお
られることから、社外取締役としての職務を適切に遂行して頂けるものと判断し
て、選任をお願いするものであります。尚、同氏の当社社外取締役就任期間は、
本株主総会終結の時をもって２年であります。当社は結城修氏を、㈱東京証券取
引所の定めに基づく独立役員(社外取締役)として届け出ておりますが、本議案が
承認された場合、改めて同氏を独立役員(社外取締役)として届け出ることを予定
しております。

（2）福崎真也氏につきましては、企業法務に関する専門知識と豊富な業務経験を
有しておられることから、社外取締役としての職務を適切に遂行して頂けるもの
と判断して、選任をお願いするものであります。
尚、同氏の当社社外取締役就任期間は、本株主総会終結の時をもって1年で
あります。当社は福崎真也氏を、㈱東京証券取引所の定めに基づく独立役員(社
外取締役)として届け出ておりますが、本議案が承認された場合、改めて同氏を
独立役員(社外取締役)として届け出ることを予定しております。

３．　当社と結城修氏及び福崎真也氏は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同
法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契
約に基づく損害賠償責任の限度額は、５百万円または法令が定める額(最低責任
限度額)のいずれか高い金額としております。両氏の選任が承認された場合、当
社は引き続き両氏との当該契約を継続する予定であります。

以上

－ 31 －
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株主総会会場ご案内図
パシフィコ横浜国立大ホール
横浜市西区みなとみらい一丁目１番１号
ＴＥＬ　０４５－２２１－２１５５（総合案内）

国際橋

パシフィコ横浜国立大ホール

アネックス
ホール

展示ホール

国際大通り

みなとみらい駅

横浜
メディア
タワー 横浜美術館

みなとみらい大通り

首都高速横羽線
みなとみらいランプ

ランドマーク
プラザ

横浜銀行
本店ビル

日石
横浜ビル

みなとみらい21
観光案内所
ＪＲ線

桜木町駅

桜木町駅

動く歩道

横浜ロイヤルパークホテル
横浜ランドマークタワー

クイーンズ
スクエア横浜

パンパシフィック
横浜ベイホテル
東急 よこはま

コスモワールド

新港パークヨコハマグランド
インターコンチネンタル
ホテル

横浜港

みなとみらい線（東急東横線直通）

国道16号

横浜市営地下鉄

さ
く
ら
通
り

汽
車
道い

ち
ょ
う
通
り

臨港パーク

す
ず
か
け
通
り

け
や
き
通
り

■最寄りの交通機関
・みなとみらい線（東急東横線直通）「みなとみらい駅」より徒歩４分
・ＪＲ／横浜市営地下鉄「桜木町駅」より徒歩14分

（お願い）
○　駐車場は用意しておりません。
○　入口は２階となっております。

地図




